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Abstract 
This commentary is designed to treat the names of places in Shakespeare's 
plays. Although the names of places are formally noted in many editionsフthey
are summarily dismissed-usually in a line. The names of places stand in the 
background of the natural environment， and they are closely related with history 
of man. 
This commentary is attempted in the belief that knowledge of the names of 
places is an important step for understanding human works in many五elds-
especially in literature. 
The text used in the preparation of this commentary is that of th巴 L1rden
Shakespeaγι 
To-morrow， and to】morrow，and to-morrow， 
Creeps in this petty pace from day to day， 
ィ1'0 the last sy llable of record巴dtime， 
And al our yesterdays have lighted fools 
The way to dusty death. Out， out， brief candle ! 
Life's but a walking shadow; a poor player， 
That struts and frets his hour upon the stage， 
And then is heard no more: it is a tale 
Told by an idiot， full of sound ancl fury， 
Signifying nothing. (Macbeth V. v. 19-28) 
土地あるところ，必ずや人住み，歴史を生むであろう。その歴史とは哲学
であり，文学であり，宗教であり，美術，音楽である。そうしてしかも人は
風土あるところ，その風土の人であり，それが文学であれば， iイギリスの
文学」となり， iドイツの文学」となる。 その伝で，それは「シェイクスピ
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アの文学」となり， rゲーテの文学Jとなる。 更にそれはシェイクスピアの
「ハムレツト」となりラゲーテの「ファウストJとなる。その自然の背景と
人間と歴史と不離の関係にあるものに地名がある。しかしながら地名は文学
作品においてもその関心が人名に比してその度合が薄い。シェイクスピアの
作品においても各種のテキストの注は余りに簡単で，なかには言及していな
いものもある。これは彼等イギリス人にとっては自明だからというものでは
ない(われわれが自国の地名について必ず自明とは限らない)。 シェイクスピアの舞
台はイギリス本土はもとより隣接諸国から遠くはアジアと広範囲であり，ま
たその自然の背景が重要な要素となっているものが多い。
地名の理解は，畢寛史的背景や他の文学作品との関連も知ることとなり，
文学研究のー支柱と思われる。
昭和44年夏の「、ンェイクスピア・ツア」で、訪れたシェイクスピアゆかりの地
は筆者に強烈な印象を与えた。本考はそれが一つの契機となって生まれた。
シェイクスピアには 37篇の劇があり， そのなかに出る地名について逐次
コメントをつけてゆく予定であるが，本篇はそのうちの Macbeth篇である。
作品読解の便宣も合わせて，コメントは作品毎とし，更に，その地名の記載の
順序も劇の進行を追った。見出し語の地名の後に付した数字は，それがテキ
ストの最初に出た個所の行数を示したものである。そしてそれは theArden 
Shakesρeare によっ7こ。
尚，イングランドとかロシアなどの名についてはその説明を省いた。
1. the western isles 1. i. 12 
現在のへブリディーズ諸島 Hebridesである七へブリディーズ諸島はスコ
ットランドの西海域大西洋上に浮かび (N55.35-58.30 W 5.26-8.40)，総数で
500以上の島唄からなる群島である。 群島は小ミンチ LittleMinchを以っ
* この諸島はプリニイ GaiusPlinius Secundus (23ー79フローマの博物学者)やトレエー
ミイ ClaudiusPtolemaeus (乱 127-151，アレキサンドリアの数学者，地理学者，天
文学者)たちは既に Hebud記または Hedudesとして知っていた。
(181) 
326 竹内豊
てスコットランド本土に近い方を「内へブリディーズJInner H巴brides(マ
ノレ島 Mullその他)，遠くを「外へブリディーズJOuter Hebrides (群島最大の島
ノレイス Lewisその他)とに両分する。 島の全長は「外へブリディーズ」の最南
端パラ島 Barraから北端のパット Buttof Lewisまでは約208kmにも及び，
島の幅も1.6kmのものから 48kmのものとさまざまである。群島の殆んど
が片麻岩 Gneissからなるために 'GneissIslands'とも称され，山勝ちの地
形で標高 800mに達する山もある。こういった地質に加えて湿地も多く，ま
た氷食による狭長な湖沼や峡湾など，また偏西強風で、霧の発生多く，冷i京と
いう気候のため住民の生計は漁業，特にニシン注1と牧畜，特にヒツジ，ウシ
に依存されている。 ルイス島の南部地方で生産されるハりス Harrisと呼ば
れる手織のツイードが有名である。 これはツイード Tweedの伝統的紡毛織
物であり，手づくりの貯趣豊かな味わいのある厚子のウーノレ地で、ある。 9世
紀頃からノルウエー王に隷属し， 14世紀頃に至りスコットランド王の治下に
入ったが， 794年にはスカンジナピア人の侵略を早くもうけたといわれ，そ
れが故に群島の多くにヴァイキング時代の名残りが今は廃櫨となって，天然
の美しい洞窟などと共に現在観光資源となっている。洞窟のなかで最も美し
いのが， この地方に3世紀頃いたという伝説上のケルトの英雄フィンガル
Fingalの名をとり， ブィンカ、ルの洞窟 Fingal'sCaveというが， これはス
タップァ島 Sta妊aにあり，古ノルウエ一語で‘theisland of pillars'の意で，
1772年までは知られなかった海鳥とアザラシの生棲地であった。この洞窟は
長さ 227ft，幅 42ftで干満以外の普通の潮位の時で水面から 66ftある六角
形の玄武岩からなる大巌窟である。 この大巌窟はメンデノレスゾーン出が 20
歳の 1829年 5月，第一回のイギリス訪問の際にここを旅して楽想を得て出来
た序曲「フィンガルの洞窟JFingals Hohle (Die Hebriden)で更に有名と
なっている。曲はこの孤島の美しくて淋しい風景をよくあらわし，大作曲家
ワーグナ-Wilhelm Richard Wagner (1813-1883)をしてメンデルスゾー
ンは第一流の風景画家であるといわしめたという。
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2. Go]gotha 1. i. 41 
エルサレム市にある。エルサレム Jerusalemはパレスチナ Palestine(もと
Holy Landとも呼ばれ，聖書でいう Cannanの地)の古首府で，現在は!日市街がヨ
ルダン王国，新市街がイスラエル共和国に二分されている。キリスト教徒，
ユダヤ人，回教徒などの巡礼の聖地であり，とくにキリストの生涯に最も密
接な関係をもち，またその最後の舞台ともなったところである。児に7世紀
頃マホメット Mohammed(570 ?-632)がここから昇天したという伝説によ
り，イスラム教の世界においてもメッカ Mecca(マホメツトの生地でサウティ・ア
ラビア西部，へジャズ Hijazの首都でイスラム教第一の聖者約， メデイナ Medina(マ
ホメツトとその後継者たちの墓所をもっイスラム教第二の聖部。サウティ・アラビア西部
へジャスの都市)につぐ第三の聖都になるなど一つの都市に三つの宗教の聖跡
が入りまじっている。特にエルサレムをめぐ、つてのユダヤ教徒とイスラム教
徒との対立は根強く，そのため現在ヨル夕、ン王国側になった聖書に由緒ある
殆んどの聖跡にユダヤ教徒やキリスト教徒の出入は困難となっている。エル
サレムの名称の意義はへブライ語での意「平和の基J(foundation of peace) 
とされている。へブライ語，アッシリヤ碑文フシリヤ語などが表わすエルサ
レムの語の語頭がすべて「町」の意、で，その語尾が平和の神の名を表わすと
説明されている。
Golgothaはへブライ語の gulgoleth，またはアラフ1苦の gulgult五に由来
する語で「頭蓋骨」の意味である。エルサレム市外にあった刑場で、キリスト
が酷刑にされたところであるが，その場所の地形から「頭蓋骨j のこの名が
つけられたとされ，次の三つの福音書にその名が出ている。
(1) 認その出づる時， シモンといふクレネ人にあひしかば， 強ひて之にイ
エスの卜字架をおはしむ033かくてゴルゴタといふ処， 民Ilち商穫の地にいた
りAndwh巳nthey were come unto a place called Gol' gδ【tha，that is to say， 
a place of a skull， 34苦味を混ぜたる葡萄酒を飲ませんとしたるに，嘗めて，
飲まんとし給はず。(マタイ伝福音書第27章33節)
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(2) 20かく明弄してのち，紫色の衣を剥ぎ，故の衣を着せ，十字架につけん
とて曳き出せり。 21時にアレキサンデルとルポスとの父シモンといふクレネ
人， 田舎より来りて通りかかりしに，強ひてイエスの十字架を負はせ， 22イ
エスをゴルゴタ， 釈けば潤骸といふ処に連れ住けり。 Andthey bring him 
unto the place Geil' gふtha，which is， being interpreted， The place of a skull. 
23かくて没薬を混ぜたる葡萄酒を与へたれど， 受け給はず。(マノレコ伝福音書第
15章22節)
(3) 彼らイエスを受取りたれば 17イエス己に十字架を負ひて，髄穣(へプ
ノレ語にてゴノレコタ)といふ処に出でゆき給ふ。 Andhe bearing his cross went 
forth into a place called the place of a skull， which is called in the 
Hebrew Geil' gδ-tha・(ヨハネ伝福音書第 19章 17節)
「頭蓋骨」を意味する英語は‘calvary'としてルカ伝第 23章 33節に出る。
これはこの場所をギリシヤ語がその同意語である叩ανi仰を当てたことか
ら，そのラテン語訳が calvariaとなり，そこから英語の calvaryとなったも
のである。
(ギリシャ語訳) Kα[， orε hNJoνe7t  TらνroπoνTbkαAouμενoνKραν[0ν. 
(ラテン語訳) Et postquam uenerunt in locum qui uocatlJr Caluaria，' 
(英語訳) And when they were come to the place， which is called 
Calvary， 
しかし英語聖書でもこの calvaryを使っているのは A.Vだけで他はそれを
使わず，ただその意をつけて skullとしている。 Andwhen they came unto 
the place which is called The skull，'" 0 邦訳聖書もこの言葉をカルパりと
訳さずその意をとっている。「輯穣といふ処に到りて・・・…J1されこうべと呼
ばれている所に着くと……」。
このキリスト礎刑の地はエルサレム市外付近にある刑場とされているが，
伝説的には現今の市街地の北西区にある聖墳墓教会内がその位置であるが，
傑刑はへロデ王によって建立された第二の城壁(石垣)といわれるエルサレム
市の城壁の外側で行なわれたことは上記引用文及びヨハネ伝福音書第四章
(184) 
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20節「イエスを十字架につけし処は都に近ければ，多くのユダヤこの標を読
むJThis title then read many of the Jews; for the place where Jesus 
was crucified was nigh to the city: と全文献の記すところであるが，そ
の城壁が一体どの位置にあったかが不明である。それがためにその位置をめ
ぐって二つの説がある。エルサレムの北側の第二城壁がこの聖墳墓教会の内
側にあったとすればこの伝説は正しいが，もし現今の北側のヨッパ門(隅の門)
からダマスコ門に至る城壁が第三城壁に相当するものとすると，聖墳墓教会
とする説は正しくなく，市の北ダマスカスの門外にあるエレミヤの洞窟の上
にある頭蓋骨の形をした高さ約 20mの小丘，いわゆる 「コ守ルドンのゴルゴ
タJ(コノレコタの丘)がそれに相当し， この後者の説は福音書の記述とも符合す
るのである。
新市街
図-1
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①岩のドー ム (Mosqueof Omor) 
②コ〉レト、ンのコルコヲ(Golgotho)
③タマスコ門
④聖墳墓教会
⑤ヨッ}'¥門
⑥工ルサレム駅
330 竹内豊
3. Fife 1. i. 50 
東部スコットランドの東海岸に面した州。この名は元来‘forest'の意で農
牧畜が盛んであるが，鉱業，造船，織物業なども主たる産業となっていて，
その中心地はパックハーベン Buckhaven，カウデンピース Cowdenbeath，夕、
ンファームリン Dunfermline，カーコーディ Kirkaldyの諸都市である。 ダ
ンファームリン市はフオース湾 Firthof F orth (ー名 Firthof Edinbugh)にか
かるイギリス最長，世界で6番目に長いツリ橋 (2.5k) フオース・ロード・ブ
リッヂ注3を経てエジンパラ市に通ずる。 このダンファームリン市はカーネ
ギ-Andrew Carnegie (1835-1919)の出身地である。 カーコーディ市はア
夕、、ム・スミス AdamSmith (1723-90)が生まれ I国富論」を書いた町で、あ
り，またカーライル ThomasCarlyle (1975-1881)がしばらく小学校の校長
をしていた町で、もある。この町はリノリウムの生産で有名で一名「リノリウ
ムの町」とも称される。この町を出てフオース湾に沿ってセントアンドノレー
ズへの途中次第にひなひ、た漁村が目立ってくるが， そこにラーゴウ Largo
という町がある。ここはデフオー DanielDefoe (? 1661-1731)が書いた「ロ
ビンソン・クルーソ冒険談JThe Llfe and Strange SurアrisingAd'Ventures 
of Robinson Crusoe (1719)のモデルとされるセルカーク Al巴xanderSelkirk 
(1676-1721)の出身地である。
このファイフ州の東海岸は多くの行楽地に恵まれ，その中心はセント・ア
ンドルーズ St.Andrewsである。この市は聖アンドルー注4の葬られている
聖地で，それ故にスコットランドの宗教上の中心であり，また彼はコソレフの
創始者ともいわれ，この市にあるコ、ルフ場は世界最古の，しかも最も有名な
ものでその創設は 15世紀といわれ， 1754年には王室クラブも出来ている。
毎年行なわれる 11月30日の「聖アンドルーの日JSt. Andrew's Day は宗
教的意義よりも競馬やその他スポーツなと、が盛んに行なわれる。またここに
は1411年創立というスコットランド最古の大学があり，この大学を 1880年
に卒業したディクスン James Dicksonは明治 13年に来日し，英語・英文学
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を教えたがその門下から斎藤秀三郎，岡倉由三郎が輩出した。
ファイフ州は中世の頃の城に恵まれ，また前出のタンファームリンにはエ
ドカ、 Edgar，アレキサンダ一世 Alexander1，ダピィド一段 David1，マルカ
ム回世 MalcolmIV，アレキサンダ一三世 AlexanderIII，ロノミート王 King
Robert the Bruceなどスコットランドの王を上塑葬してある Dunfermline
Abbey (Abbey Church)がある。また先述のカーコーディ市からラーゴウ市
への海岸沿いに西ウィーミズ WestWemyssと東ウィーミズ EastWemyss 
という町がある。Wemyssという名はこの海岸に無数に見られる洞窟‘weem'
=caveから出たものである。この両ウィーミズの中間の，海を眺む岩丘の上
に 15~17 世紀頃にあったといわれる城が今はまことに巧みに復原されてい
るが， 1565年スコットランド女王メアリはここでその二度目の夫となった
夕、ー ンリ LordHenry St巴wartDarnley (1545-67)注5と初めて会い，二人は五
カ月後に結ばれたゆかりの城である。東ウィーミス、から少し東にある廃墳は
「マクダフの域JMacdu妊'sCastleとして知られている。
4. Norway 1. i. 52 省略
5. Cawdor 1. i. 54 北緯57.32 西経3.55
スコットランド北東部の沿海州であるネアン州 Nairnshireにあり，その
首都ネアン Nairnから南南西に約 10km，インヴァネス Invernessの北東
18kmに位置し，近郊はウイスキーの蒸溜工場が多い。コー夕、、一城はネプン
の市街を臨むコーダ一川の右手の岩肌の上に築かれているもので伝説上では
1040年マクベスがダンカン王を殺害した城の一つになっている。しかしこの
城の一番古い部分でさえ 1454年以後のものとされ， またこれ以前について
のそれらしい証拠もないところからこの伝説は全くの伝説にすぎない。実際
に城がその形をなしていったのは 16世紀から 17世派己にかけてである。すな
わち 1640~80 年にかけて城は修復され，暖炉に刻まれたコーダ一家の祝事
に関する記録は 1667となっている。現在はコーダー伯 Earlof Cawdorの
(187) 
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地所である。
劇の上ではダンカン王は反乱軍のマクドナルドを支援したコーダーの領主
を死刑に宣し，その死刑執行の有様は次のように語られている。
That very frankly he confess'd his treasons， 
Implored your highness' pardon and see forth 
A deep repentance: nothing in his life 
B巴camehim like the leaving it; he died 
As on巴 thathad been studied in his death 
To throw away the dearest thing he owed， 
As 'twere a careless trifle. (1. iv. 5-10) 
コーダーはまことに素直にその反逆の大罪を認め，
陛下のお赦しを請ひ願ぃ，心から深く
峨悔の情を示しましたる由。彼の一生を通して
その辞世の有様，まことに立派なものであったとのこと。
その死に際して，かねてから期せるもののように
その代えがたい命をあたかも取るにたらぬもののように
無造作に棄て去ったとのこと。
また一方夕、、ンカン王はマクベスの戦勝を賞して，彼に新しい称号を与え，
その上彼の居城をも訪問するのである。こういった劇の筋とこの時代の史的
背景との関連について成城大学大山俊一博士注6は最も新しい見解を発表して
おられる。博士の説によるとそれはイギリス全土をゆさぶった大事件， 1605 
年 11月5日のガイ・フオークス GuyFawkes事件，いわゆる火薬陰謀事件
Gunpowder Plotである。この大事件はカトリック教徒が勢力を得んとして，
ガイ・フオークス注7，ロパート・ケィッピー SirRobert Catesbyたちカトリッ
ク信者の貴族，名門が 11月5日の議会開会日に時の国王ジュームズ一世注8，
王家一族，政府要人を一挙に謀殺しようとしたことが事前に発覚し，全員が
逮捕され極刑に処された大事件で、ある。 方法はまことに大胆，議会(貴族院)
の下に大爆薬を仕掛けることであって，このために先づ議会に隣接する家が
借りられ，ここから地下道を掘り，議会の真下に至りここに大火薬をつめ，爆
(188) 
「マクベス」地誌考 333 
破するといったものであったが，ただ議会開会当日に参列するカトリックの
高僧たちに，いかにしてその参列を止めさせるかという難問にぶつかった。
たまたまそれについて開会式に出席しないようにと勧告する一通の匿名の手
紙が開会式の 2日前にとあるカトリックの信者の貴族の家に投げ込まれた。
これが因で事件は発覚し，先ずフオークスが4日につかまり， 9日には彼は
同志の名を明らかにし，一味は捕えられたが，この事件に連座した貴族にエヴ
アラード・ディグピー卿 SirEverard Digbyがし、る。当時22，3歳の非常に
ハンサムで名門の出であった。 1603年エりザ、ベス女王の後を襲って即位した
ばかりのハンサム好みのジェームズ一世はエディンパラからロンドンへの途
上，ラットランド Rutlandのピーヴァ域に立寄り，ディグビーに士爵を授け
ている。この彼が GunpowderPlotに連座して，セント・ポール寺院で、1606
年 1月30日絞首刑とされ，その死体は四分された。 当時シェイクスピアは
この処刑を見ていたのかもしれない。「マグベス」劇はこの直後書かれ，しか
も1606年ジェームズ一世はシェイクスアピアのこの新作「マクベス」の初
上演をみたとされている。上に引用したコーダー領主の処刑の下りはまさに
ディグピー卿の辞世の有様を伝えたものと思われる。 Iマクベス」劇iこは直
接出てはいないが，ウオーリック介IWarwickshireにあるカトリック教徒ス
ロックモ一トン卿 SirThrockmortonの大邸宅コートン・コート Coughton
Court (ストラットフォードから西北に 16km附図参看)はこの陰謀が練られたとこ
ろであるといわれる。 1509年の建造になるこの邸は中心部が石造で，他の部
分はその後木造でつけ加えられたものだが，巨大なエルムの樹林にとりかこ
まれ，内外部ともまことに豪壮で，城の構えを呈してはいるが，この悲劇を
知るためか，何かその風情に物悲しさが感ぜられないわけで、もない。
6. Saint Colm's inch I. i. 63 北緯56.02 西経 3.18
今日のインチコム島 lnchcolm. ファイフ湾の湾内，エジンパラ市の北方，
ファイフ州沿岸に近いところに浮かぶ小さな島である。 Co叶lmesぶ，に.帽ヴ.
いわれた。 1123年スコットランド玉アレキサンダ一世が難破してこの島に
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上陸した際偶々発見された St.Columbat訟の僧院の墳がある。
劇ではマクドナルド， コーダーの領主と組んだノルウェイ王スウィーノウ
が降伏するが，その代償としてダンカン王側は一万ドル注10の賠償金を要求
しそれが得られなければノルウェイ軍の兵士の遺体埋葬をこの島に許さな
いとするが，これは私の見解では 991年から 1013年にかけてデンマーク王
スウエンが数回にわたり英国を襲撃した時に，英国側は現金を贈って略奪破
壊をまぬかれるのであるが注11この史実をシェイクスピアは時代の趨勢から
逆に使ったのではないかと思う。
7. Aleppo 1. ii. 7 北緯 36.14 東経37.10
Alepとも綴る。 アラブ語ではハレブ Halabと称する。古代のベロア
Beroea.地中海の東 130kmの内陸，北シリアの都市でオロンテス川 Orontes
とユーフラテス;IrEuphratesの谷間，
f戸、、_//Oグレソ亦ホ。....._.- 海抜 1220ftの高地にある。 昔からヨー
シリア
ロッパとベルシア，極東との交通の中心
であったが，エジプト経由紅海に至る陸
上交通路の整備，スエズ運河の開通でそ
の重要性を失した。しかしこの地方で産
出する高価な絹織物を中心に依然として
木綿，羊毛，金，銀，皮，タパコなどの
交易が盛んで一名 'theChicago of the 
Middle East'ともいわれている。町は
図 2 法に固まれた古代の citadel(城塞)の他に
丸尾根，回教寺院(モスク)，その尖塔などが並び，東方における美しい都市
の一つに数えられている。
8. Forres 1. ii. 39 北緯57.37 西経3.38
北部スコットランドのモーレイ外IMorayshireにあり，インヴァネス (10項
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参看)の東北東約40km，エルジン Elgin(57.39 N 3.20 W)の西南西約20km，
フアインドホーン川 Findhornに臨む人口約4，700の都市である。 シェイク
スピアのテキストによっては Foris(Pope版)となっているものもあり，また
第一フオリオ版では Sorisとなっている。 Forresはゲエーリック語で‘near
water'の意味である。この地方は海流の関係からか西スコットランドの不毛
とちがい，スコットランドの最も地味肥沃の地方の一つで 'gardenof Moray' 
と呼ばれる沃野である。西スコットランドで目にする緑の起伏がただの草地
であるのとはちがって，この辺りは麦畑の一大起伏である。しかし南部山辺
地方に広大なヒースの平野があり，夏ともなればー眺千里，赤紫のヒースの
花の匂う大眺望となる。産業は当然農業，林業に関するもの，すなわち羊毛，
オートミル，織物，ウイスキー，化学品などである。特にこの山峡地帯はい
わゆる「スコッチ・ウイスキーの里j である。
市の北方クラニイ・ヒル ClunyHillにはネルソン HoratioNelson (1758-
1805)を記念する碑が1807年に建立されている。
またこの地には高さ 23ftに及ぶイギリス最大の一本石柱 Sweno'sSto聞
がある。これは 11世紀買のもので，片面に人間の姿が彫られ，他の片面には
古代北欧風のルーン装飾模様のついた十字架が刻まれているが，前者人間像
は 1008年にこの地のマルカム二世 MalcolmI を征したデンマーク王スウ
エン一世の勝利を記念してのものらしく，一方十字架の彫刻は St.Ninian注12
あるいは St.Columba (注9参看)の弟子の手によって後になって彫られたも
のと推測されている。
この地フオレスの町の歴史をたどると， ドナルド二世 DonaldIがブオレ
スで殺され，その息子マルカム一世 Malcolm1がその後を継いだが954年に
この地のブラヴイ城BlervieCastleで殺され，更にその子夕、、フ Duffsが967
年に殺害され，その死体が川辺に隠されたため，太陽はそれが見付かるまで
は昇らなかったという伝説がある。‘GentleDuncan'と称されたダンカ γ柔
和玉がここに居城を構えるなどブオレスは多くのスコットランド王と由緒あ
る城があったとされ，特にそれは 1040年にここでダンカン王はマクベスに
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殺害されたと信ぜ、られているものの一つである。
マクベス，パンクオウの両将軍がノルウェイの大軍が援護する反乱軍を撃
ってフオレス城に向う凱旋の途上に三人の魔女に出遭うのは実にこの辺りに
広がるヒースの大原野の中であろうが，フオレスの町を有名にしているのは
シェイクスピアというよりはむしろこういった魔女たちなのである。
あのスコットランド嫌いのジョンソン大博士注13が 1773年にスコットラン
ド周遊旅行に出て，ここを通りかかった折に (8月初日木曜日)ジョンソン
は「マクベス」の魔女のことを思し、出し「しかし，われわれは王様にして貰
う約束に出会わさなかった」注14と述べていることは別にしても，この町はそ
の昔国王ダブが西方諸島(へプリディーズ諸島のこと。 1項参看)を征伐した時，
王の居城のあったこのフオレスの町の魔女たちはその島の住民に同情して王
ダフを病気にしたと伝えられているなど魔女との因縁は極めて深い。
しかし何にもましてそれはジェームズ一世との関係である。魔女なるもの
はどこの国においても信ぜられているものではあり，特にスコットランドの
気候風土からか，スコットランドでは魔女の伝説が多いのであるが，このい
わゆる魔女なるものがキリスト教国のみにおいて魔女=宗教異端者という等
式が成立ち，おおよそ本来の魔女とは全くちがった魔女を裁く一一魔女狩り
なるものが風廃したのである。魔女狩りはヨーロッパ大陸に比してイングラ
ンドでは大したことはなかったが，スコットランドはヨーロツパと同じよう
に盛んで，その拷問，処刑の方法も無惨なもので，多くは生きながらの火刑
が普通であった。後にジェームズ一世となったスコットランド王ジェームズ
六世は最も魔女狩りに熱心で， 1590年から 92年にかけては自ら主宰して魔
女裁判を行ない， また「悪魔論J Damonologie， inForme of a Dialogue 
(1597)を著わすなど魔女狩り王の名を成したほどであるが，フオレスの町に
はその頃魔女とされたものたちを焚刑にしたという「魔女の石JWitches' 
Stoneが残されている。それには次のような文面の掲示がある。
From County-Hill witches were rolled in stout barrels through 
which spikes were driven. Where the barrels stopped they were 
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burned with their mangled contents. This stone marks the site of 
one such burning. 
9. Glamis 1. ii. 71 北緯56.37 西経3.01
スコットランド南東岸のアンガス州 Angus，テエイ湾 Firthof Tayアに面
する夕、、ンディ市 Dundeeの北約13km，ブオフア Forfarの町の南西8kmに
ある町である。 Glamisの名はゲェーリツク語の glamhusすなわち 'awide 
gap'=a valeの意である。グラーミス域はモータウェイ 94のバイパス沿いに
あり，ストラスモア Strathmoreの森林を前にし城壁からは遠くグランピ
ア連山 Grampiansを望み，スコットランドで最も美しく優雅な一一フラン
ス式シャトウの趣をそなえた名城で， 1675-87年に現在のその容姿をそなえ
たものである。現在はストラスモア伯 Earlof Strathmoreの居城である。
またこの城はエリザベス女王の母君 QueenElizabeth the Queen Motherの
成長されたところであり，且つ 1930年マーガレット王女PrincessMargaret， 
Countess of Snowdon--14代ストラスモア伯の孫娘一ーが生まれたと
ころでもある。 伝説によると一一一シェイクスピアの「マクベス」のではな
くーーダンカン王がマクベスによって殺された城となっていて，域の内に
Duncan's Roomというのがあるが，やはりシェイクスピアの悲劇とは直接
の関係はないという。 またこの城は 1034年のマルカム二世暗殺の場ともい
われるが，このグラーミスの町のマルカム王の墓所というところには王を処
刑した時の道具 'jougs'がかかっている。
サー・ウオルター・スコット SirWalter Scottは20歳の頃この地を訪れた一
夜の経験を Letterson Demonology and Witchcraftとして発表してし、る。
10. Inverness 1. iv. 42 北緯57.27 西経4.15
インヴァネスの名はわれわれには，今は見られないが明治初期に入った，い
わゆる二重廻し， トンビなどの別名のある二重マントのことで知られている
が，これはこの地方で着用されていたことからその名が出たとする説がある。
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スコットランド北東岸の北海の入口モーレイ湾の奥，ピューリ湾 Beauly
Firthとモーレイ湾とが結ぶネス河R.Nessの河口にあるインヴァネス州の
首都。ここからネス河，ネス湖 LochNessなど数々の細長く，紺碧の，時に
はクロームグリーンの，また時にはモノクローム・チント・クールの色の湖や
川をつなぎ， 美しいが単調な景色のつづく道を進み， フオート・オーガスタ
ス FortAugustusの町を， そして左手にスカシジナピア半島のつづきと考
えられているカレドニア山系のグランピア山脈に属する，これブリテン島第
一の高峯ベン・ネピス BenNevis (1，322 m)の異様な山容が，ハイランド
Highlandsの関門，その名の通りウィリアム三世注15がハイランド氏族を圧す
るために築いた要塞のあるフオートウィリアム FortWilliamに迫るリンネ
湾 LochLinnheを経て西海岸に達する水路は全長97km， 1847年開通のカ
レドニア運河 CaledonianCanalと呼ばれ，今日で、は観光ノレートでもある。
このようにインヴァネスは陸上，海上交通の中心であり，また商工業の中
心でもあって，ー名‘theCapital of the Highlands'と呼ばれ，また周囲の風
物と街の建物の美しさ， 特に夏は白夜(ハグヤ)をたのしむ観光のメッカであ
る。ここは 3世紀頃からピクト族の占めるところで主要な要塞の地であっ
た。 565年に St.Columbaはピクト王ブ、ルード Brudeをキリスト教に改宗
させるためにこの地に入ったといわれている。
ネス河を見下ろすオールト・カースルヒル AuldCastlehill (auld = old)と
いうところにはシェイクスピアがマクベスの居城とし，ダンカン王を殺した
という木造の城が昔はあったが，ダンカン王の息子マノレカム三世 Malcolm
Canmore (r. 1058-1093)が 1057年に父の仇マクベスを討った時にこの城を
壊わしたとされている。 マルカムの息子ダピッド David1が丘の別のとこ
ろ，現在の CastleHillに新しい城を 1140年頃築いたが，これは 1307年にロ
パート・ブルース RobertBruce 1注目により壊わされた。クロンウエル Oliver
Cromwell (1599-1658)はネス河の河口にフオートを築いたが，これも失く，
現在は城門をかねた立派な吊り橋のかかるネス河に臨む CastleHillに 1835
年建造された赤い石造りの CastleWyndが市の公舎として使われている。
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またこのインヴァネスの市内にはダンカン王の遺骸をアイオナ(次項参看)に
運び，埋葬するための一行が休んだと土地の伝説が語る「ダンカンの井戸」
Duncan's Wellがある。
11. Colmekill I. iv. 33 
ニコラス・ロウ NicholasRoweの版は Colmeshillとし， Dr. Johnson版は
Colmeskillとなっている。「内へブリディーズ」のなかの一つの島で，マル島
Mullから西へ約1.6km，アイオナの瀬戸 IonaSoundを距てたところにあ
る， 長さ約6km，幅約3kmの卵形の島で，現在のアイオナ島 Ianaのこと
である。もとはただ‘Ia'または‘Hy'と称されていたのが 'IouaInsula'か
らIonaに誤記されたとされる。 563年に St.Columba (注9参看)が，何の
理由からか不明であるが， 12人の使徒と共にここに上陸して修道院を建てた
が， これは 9世紀にデーン人の侵攻で、焼失した。 11世紀にスコットランド
王マルカム・ケンモア (10項インヴアネス参看)の妃 QueenMargaretにより再
建され， この近くの St.Oran's Chapelには 48人のスコットランド王(その
最後はダンカン王という説とマクベスという説がある)， 8人のノルウェイ王， 4人の
アイルランド王，2人のフランス王が埋葬されているという。以上のことから
ここは巡礼の主要な聖地となったため，後には I-colrrトkillまたは I-Chaluin-
Chille即ち‘theisland of Columba of the church'と呼ばれた。英文学史上
では他にスコットが1810年にこの島を荒涼として人住まぬ物悲しいと描き，
キーツは 1818年にここを訪れ，またワーズワースは 1835年にこの島につい
て3つのソネットを歌っているが，この島について最も記憶されるのは，ジ
ョンソン大博士の言葉であるといわれる。 Iマラソンの野に立って愛国心を
高められず，またアイオナの旧跡の中に立って信仰心の厚きを覚えない人は，
羨むに足らない」と注170 1773年 10月20日 水曜日のことである。
12. Scone II. IV. 35 
パース Perth(59.15 N 2.52 W)市の北約3kmoかつてピクト王国 Pictish
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Kingdomの首都であったと想定される古都でブレエイマア道路 Braemar
Road にある。現在の Sconeは OldSconeの東，パースの北東約3kmのア
パーディーン道路 AberdeenRoadにある。 OldSconeは古くからスコット
ランド国王の居城のあったところで，それは SconePalaceと呼ばれ，ティ川
R. Tayの左手の丘にあったが， ジョン・ノックス注目により 1559年に壊され
た。この宮殿で 13世紀噴までスコットランド王は戴冠式を行なっていて，
それに使われていた石が，いわゆる‘theStone of Scone'別名‘theStone of 
Destiny'であったが，それは 1296年にエドワード一世(注目参看)がスコッ
トランド征服の記念としてウエストミンスター寺院 WestminsterAbbeyに
運び込み，爾来イギリス国王の戴冠式に用いる即位の椅子 CoronatioriChair 
(別名 theChair of St. Edward)の下に置かれているが， 1950年にこの石が盗ま
れて大騒ぎになったが，幸いすぐ発見されて，もとの場所に収められた。
この石についてはいろいろの伝統があって，長さ 26インチ，幅 16インチ，
厚さ 11インチのこの石はヤコブ Jacob注目が Bethelと命名した土地で、夢を
みた (Jaco b' s Ladder)時に枕にしていた石 (Jacob'sPillow)という伝説があ
り， これが紀元前5世紀にアイルランドに， 更に後にスコットランドに運
ばれたとされる。 9世紀頃ギャロウエィ Galloway地方(現在のカクープリ州
Kirkcudbrightshireとウイグタン州 Wigtownshireの一帯)にいて王と信奉され
ていたケニス・マッカルパイン Kenneth1 Macalpineがダンスタフンジ
Dunstaffnageとし、うところからこの石を Sconeに運んだといわれる。
またこの石については昔次のような予言が伝えられていたが，その予言は
スコットランド王 JamesVI (注8参看)が1603年にエリザベス一世の後を継
いで英国王に即位するに及んで実現された。
If Fates go right， where'er this stone is found， The Scots shall 
monarches of that realm be crowned. 
13. England I. iv. 137 省略
14. Ireland I. iv. 138 省略
15. Russian II. iv. 99 省略
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16. Hyrcan III. iv. 100 
Hyrcania.古代ベルシアでは Virkanaすなわち‘wolf'sland'と呼ばれた
地方だが，漠然と広く，判然
としない地帯である。 カス
ピ海の南一帯， つまり現今
のグルガーン Gorganとマ
ザン夕、、ラン Mazandaranー
帯を指したらしく， そのた
めカスピ海は昔， 時には
Hyrcanian Sea とも呼ば
れた。
17. Acheron II. v. 15 
語原不詳であるが，
シヤ神話によると‘riverof 
woeラで，地中海に注ぐいく
つかの河に当てられるが，
特に陰府の王ハデス Hades
と何か因誌があるとされて
いる故に，すべてラテン語
では広く‘lowerworld'を
指す。現代ではイオニア海
the Ionian Seaに注ぐギリ
シヤのエピラス Epirusに
ある小さな川テスポロティ
ア川 Thesprotiaを指すも
のとされている。
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18. Birnamli20 IV. i. 93 北緯56.33 西経3.35
パースからモータウェイ 9を約25km北上するところに夕、ンケルト Dun-
keldという静かな町がある。ここは 'fortof the Celts'といわれ，これは815
年にアイオナ (1項参看)からきたケルトの僧のためと， St. Columba (6項及び
注9参看)の聖遺物(形見)を納めるための寺院が建てられたことによるもので
ある。ここから南に広がる高さ 1324ftの丘が BirnamHillである。 役塵か
ら全く離れた，まことに静かなところで，夏の絶好の保養地である。
19. Dunsinane IV. i. 93 
パースからモータウェイ 94を北東に上って New Scone (12項参看)を過ぎ，
約 10kmのところにパノレベギイ Balbeggieの町がある。その右手にサイド
ロー・ヒル SidlowHillsの展望をたのしむことが出来るが，この南西端にの
びるところが夕、、ンシネインの丘 DunsinaneHill (1012 ft)である。 ここには
マクベスの城と称される民族的古墳が残っているだけである。バーナムとの
距離は約 20kmである。
20. Scotland IV. ii. 7 省略
21. Arabia V. i. 49 省略
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1 スコットランドのニシン漁が初めて記録に現われたのは 1153年で，アイノレラソ
ドでは 1202年ジョン王(r.1199-1216.大憲章 MagnaCharta iこ署名した王)がコンナノレ
Connalという僧院に対してニシンの寄進を受けることを認めたという記録が最も古い。
宗教的戒!律のきびしいヨーロツパではこのニシンは精進料理として，またイギリスでは諸
種の税，献金，地代として用いられた。歴代の王はこのニシンばかりでなく，その出港，鹿
蔵，爆製などの加工物にも，更にニシン場に開かれる居酒屋，宿屋にもすべて税金をかけ
た程ニシンはイギリスの国の富と隆昌に重大な影響を与えた。それ故にこのニシン業を守
るためにも海軍の力は必要であった。世界最強のイギリス海軍はこのニシンによって築か
れたとさえ言えるのである(福田伴美「にしんとイギリス」あるびよん No.16昭和27年あ
るびよん・くらぶ)。 このようにイギリスに背から深い関係のあるニシンは一方服地の面に
もあらわれて，一時わが国で流行した杉綾の模様4←〈←の服地はニシンの骨に似たとこ
ろからヘリンボーン Herringboneと称されるもので，この模様の織物はニシンのよく獲
れるスコットランドから出たものである。
2 メンテ‘ノレスゾー ン JacobLudwig Fe!ix Mendelssohn Bartholdy (1809-1847)は
イギリスで好意をもたれたドイツの作曲家で， 1829年と 1832年の二度渡英している。彼
にはイ短調の「スコットランドJSchottischeという交響曲があるが，これも第一回の渡英
の折スコットランドに旅L，エデインパラの旧玉城ホリノレー i、 HolyroodPalace (1500年
ジェームズ回世の建てたもの。スコットランド女王メアリが 6年間君臨したところ)を訪
れ，その古い礼拝堂のなかで楽想、を得たものといわれ，スコットランドの民謡と舞曲が織
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り込まれた中世紀の夢幻的物語と古城の風景とを描いた名曲である。
3 この橋 ForthRoad Bridge ft.スコット卿 SirGilbert Scottを主査にして，1958
年に着工され， 1964年に竣工したもの。この橋と並行してフォース・レイノレウェイ・ブリッ
ヂ ForthRailway Bridgeがかかっているが，これは世界の七不思議の一つに数えられ
たものである。それはその当時 (1882-90)としては未曾有の大工事で，この種の橋で 1917
年にカナダのセント・ローレ γス川 St.Lawrence R に架設されたケヘツク橋 Quebeck
B が再度も失敗していることからも推測されえよう。工事はブアウラ SirJohn Fowler 
(1817-98)がベーヵ SirBenjamin Baker (1840-1907)の補佐でなされ，全長約 2.4k，使
用剛材38，000tといわれる。この橋のタイプは挫架橋または肘木橋(ゲノレパートヲス橋)と
称されるもので，二つの最大支聞は 1，710t (521 m)である。ケベツク橋が出来るまでは世
界最長大の橋であった。
4 聖アンドノレ-St. Andrewはシモン・ベテロ SimonPeterの兄弟。カリラヤのへツ
サイダの日lで， 12使徒の l人でアンデレと称される。 ["40ヨハネより聞きてイエスに従いし
2人のうち 1人は"/モン・ベテロの兄弟
アンデレなりJ["44ピりポはアンデレとベテ
ロとの町なるべツサイダの人なりJ(ヨハネ
伝福音書第 l章40節， 44節)。彼はキリス
トの最後の晩餐に兄のベテロと一緒に列席
している。最後の晩餐の場は中世以来多く
の画家の描くところであるが，レオナノレド・
ダ・ヴインチ Leonardda Vinci (1452-1519) 
の描いた「最後の晩餐jほど劇的にキリス
トや弟子たちの深い心の動きを伝えるもの
はないであろう (多くはレオナノレドのもの
に似ているが， ノナントーラ Nonantola
(北イタリア. 44. 41 N 1.03 E)の修道院
図書館所蔵のエミーリア派の手になる「最
後の晩餐」は νオナノレドのとは正反対の直
線的，シンメ↑リーの単純的構成で人物も
画一的である)が， このレオナノレドの画で
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いえばアンデレは向って左の 6人中にいて， レオナノレドの得意とする構成の二等辺三角形
のー斜辺に位置している。
アンデレがキリストの最後に立会っているかどうかは不明であるが，彼自身も伝説によ
ればアカヤ{現在のギリシャ一帯)のパトラ (Patra)で磁刑に処せられたが十字架上に 2
日間生命を保ち，道行く人に観行をなしたという。遺骨はスコットランドに運ばれて葬ら
れたところが今日のセント・アンドノレー市であるといわれる。 以来スコットランドの守護
聖となるばかりでなしその遺徳は次の土うなものに偲ばれている。
(1) Th巴 Orderof the Thistle (アザミ勲章)は彼を記念するもので， 787年に早くも
設けられたというが，ジェームズ五世が 1540年に制定し，その後数回改訂されたという。
これは英国の王族以外は僅か 16人のスコットランド貴族が叙せられる TheOrder of the 
Garter iこ次ぐ勲章である。
(2) St. Andrew's Cross.彼が最後をとげた十字架をかたどる聖旗で，青地に X形の
白十字をあらわす。
(3) 上記 (2)の青地に X形の白十字が，ィ γグランドの守護聖，聖ジョージの十字(白
地に赤十字1とアイノレランドの守護聖，聖パトリックの十字(白地に赤の X形十字)とに組
合されて，イギリス国旗として 1801年 1月に公布された。
(4) St. Andrew's Day (330頁参看)。
(5) St. Andrew's Night. St. Andew's Dayの前夜 11月 29日の夜で，この聖者は未
婚婦人の守護でもあったことから，この夜，聖者に祈ると未来の夫の姿が見れるという民
間信仰がある。
5 夫フランソア二世が没したためスコットランド女王メアリは幼時から暮していたア
ランスから 1562年に帰国し，カトリック教徒の従弟にあたるダーンリと結婚した。 ダー
ンりは性質愚鈍，放縦で勝手な男であって，メアリの新教徒貴族に対する賢明な政策を失
わしめるなど，彼女の立場を悪くするだけであった。二人の間に一子ジェームズ(スコット
ラント王νェームズ六世，イングランド主ジェームズ一世のこと)が生まれたが，二人の仲
は冷却するばかりでなく，メアリの指図でダーンリを殺したといわれるボズウエノレ James
Hepburn Bothwell伯と結婚した。 これは一人メアリの運命を変えた(エリザベス女王
によって 1587年処刑された)ばかりでなく，イギリスの国内外に争乱をもたらした。
6 rマクベス」 旺文社 昭和43年。
7 ガイ・フオークス (1570-1606)。彼が中心となって企てられた GunpowderPlotの
未遂事件を記念するため，議会は当日を A holiday forever in thankfulness to God 
for our deliveranceとして翌年から公休日となり，毎年11月 5日に GuyFawkes' Day 
が行なわれる。この日が近づくと子供達は Fawkesを模した等身大の人形を作り，また子
供達も自ら仮面をかぶって次の歌をうたって市中をねり歩く。
Remember， remember， 
The五fthof November， 
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Gunpowder treason and plot， 
1 see no reason 
Why gunpowder treason 
Should ever be forgot ! 
Guy Fawkes， Guy， 
Stick him in the eye， 
Put him up a chimney， 
And there let him die. 
そうしてどこにでも見られるように子供達は戸毎に小遣銭を貰い，花火をあげたり，か
がり火を焚いたり，最後はそのたき火でその人形を焼く。以来この Guyはイギリスでは
「物笑いの種になるような人」の意が生じ，またアメリカへの移民と共にこの祭りが伝わ
って，アメリカでは「男JIゃっj の意となっている。(但し，女性にも使われる例がある
と報ぜられている。大塚高信「語法の調べ方J Guyの項参君。研究社)
8 前述(注 5)のようにスコットランド王メアりとダーンリの関に出来た一子で， また
へンリ七世の女マーガレツト二テューダの曾孫に当るスコットランド王ジェームズ六世
James VI of Scotlando 36歳の時にエリザ、ペス女王の後を継いでイングランド王とな
り，ジェームズ一世となる。主権神援説を唱えて物議をかもした。ハンサムな人物を好み，
その任を容貌で決めるなどのために世間の不評を買ったが， {再々有為な人物も主主用した。
フランシス・ベーコン PrancisBacon (1561-1626)はその一人であった。天性議論好きで，
何事にも一家言をもったジェームズ一世は前述 (8項)のように「慈魔論」を著わしたり，32
歳の時には「帝王道J(Basilicon Doron)を，更に「自由なる主国の真の法，すなわち自
由なる王と臣民の間における相互義務J(True Law of Fre巴Monarchiesor the Mutual 
Duty betwixt a free King and his Subjects)なる政治論文を著わしている。尚「欽定
訳聖書J(The Authorized Version of the Bible)はジェームズ一世の勅命でなされたこ
とは衆知のことである。
9 St. Columcille，あるいは St.Columbanusとも綴られる。 521年アイノレランドの
ダアニイゴーノレ Danegal州のガータン Gartan湖の近くで生まれ，ダプリン Dublinの
近くに隠遅，デリ Derryなどの地に教会を建てた。 563年にスコツ}ランドに渡り、アイ
オナに修道院を建て，ピクト族の改宗に当る。 565年にはインヴァネスにも行っていると
いわれる (10項参看)。彼は再び生地を訪れることはなかったともいわれるが，一説には
575年と 585年に訪れたともいわれる。 597年に没したがその地は不明。
10 ドノレの起りは 1519年ボヘミア Boh巴mlaの Joachimsthalというところで採掘さ
れた銀を鋳造したに始まる。一方「マクベ九」はマクベスが夕、ンカンを殺した 1040年が中
心的時代であるから，この一万ドノレというのはシェイクスピアのアナクロニズムである。
11 980年以降再びデーン人の侵入が始まり， 990年にも組織的侵攻があった。 アング
ロ・サクソンのエセノレレド二世 EthelredIはこれを防ぐにも武力では対抗出来ないので，
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金で平和を購わんとした。 991年から 1012年まで，4固にわたって総計 11万8千ノミウント、
を正貨で支払ったが，これはその都度人民の負担に課せられた。これが史上重要なデーン
ゲノレド Danegeld地租なのである。
12 生没年不明 (C.360-C. 432)0 St. Niniasとも綴られる。また St.Ringanともいわ
れる。ソノレウェイ湾 SolwayFirthで生まれたとされる。ローマに巡礼し，そこで修行し，
その帰途ウイットホーン Whithornに教会を建てた (397年)。その蟹が白かったことか
ら明lhitehouse of St. Ninian'と呼ばれたが， これはスコットランドで初めての石造
りの漆喰仕上げの教会であった。この教会は爾来多くの巡礼者の訪れるところとなり，そ
の中には， ロパート・ブノレース (10項及び注 16参看)，ジェームズ三世，回世，特に五世は
毎年この教会に巡礼したとのことである。
13 ジョンソン SamuelJohnson (1709-84)はフランスアカデミーがその国語辞典を作
るのに 40人の編集員を動員して 40年もかかったということを馬鹿にして，自分は 1人で
1，600人分を 3年でやるのだと豪語して，とうとう 1755年に TheDictionary of the Eng-
lish Languageとし、う辞書を縞したが，その中の 'Oats'の定義に「イングランドでは馬
の食物だが，スコットラ γ ドでは人聞の食物JA grain which in England is gen巴rally
given to horses， but in Scotland supports the people.を与えたことなどから，彼が
スコットランド嫌いであったといわれているが，彼はこの辞書を編するのに 6人の弟子を
使ったが，その 5人まではスコットランド人であって，その上ジョンソンは彼等の面倒を
よくみたといわれている。(福原麟太郎，学鐙 Vol-64No. 9) 
14 “At Fores we found good accommodation， but nothing worthy of particular 
remark， and next morning entered upon the road， on which Macbeth heard the 
fatal prediction; but we travelled on not interrupted by promises of kingdoms，一
(Samuel Johnson， A Journey to the Western Islands of Scotland， Printed for W. 
Strahan; and T. Cadell in the Strand， London， 1775， p. 51) 
15 オレンヂ公ウィリアム三世。 1689年にメアリ女主と共にイギリスの共同統治者とな
る。王位をめぐって血を見ることなしに成就した革命ゆえに名誉革命といわれた。
16 エドワード一世はへンり三世の後を継いで 1272年に即位し，三人のエドワード王
のはじめをなすが，このエドワード一世の 35年間の治世は，外国の分子，勢力がー拐され
て，完全なイギリス的となるのである。彼は立法・司法の面に尽力したばかりでなく，ウ
ヱーノレズ，スコットランドも征服し，イギリスの統ーをなした。 1296年スコッ fランドに
兵を進め，この地を征服し，自らスコットラント、王ともなった。この時である。スコット
ランドで神聖なる伝統を持っている 'theStone of Scone'をウエストミンスターに持ち
帰ったのは。エドワードのスコットランド征服は逆にスコットランド人に強い反抗を引き
起こし， ウィリアム・ウオレス WilliamWallaceはその秀れた指導者であったが， 捕え
られて 1305年ロンドンで処刑された後に，ウォレスに代ったのがロパート・ブノレースであ
る。彼は自ら王となり，強い反抗を示した。 エドワード一世は 1307年スコットランド遠
征中に死し，その後継者エドワード二世が 1314年にパノックパーン Bannockburnで大
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敗を喫した。 フツレースの死後はその子ダヴィド David二世がスコットランド主となった
が， 1371年に死んだ。代々宮宰の地位にあったウオーノレタ・スチュアート家はその 6代目
がスコットランド壬ロバート一世の娘と結婚し，その一子，即ちダウイット二世の甥のロ
パートが， ロパート二世として立ち，スコットランドのスチュアート朝が始まるが，この
時からスコットランドはイングランド王に忠誠を誓わず，完全な独立国となる。尚スチュ
アートの名は宮宰 Stewardに由来するが， このスチュアート主朝の男系はジヱームズ五
世で絶え，娘のメアリ・スチュアートが後を継いでスコットランドの女主となったが，この
時から Stuartの綴りが用いられるようになった。
17 “That man is little to be envied， whose patriotism would not gain force upon 
the plain of Marathon， or whose piety would not grow warmer among the ruins 
of Iona?" (Samuel J ohnson，。ρ.cit. p. 347) 
18 J ohn Knox (1505-1572)スコットランドの宗教改革家，政治家，歴史家。 1522年
グラスゴー大学の出身といわれる。 1547年から宗教改革に身を投じ，同年セント・アンド
ルーズ城に立てこもり，その落城後フランス軍般に捕われ，プランスに送られたが， 1549 
年に釈放された。 1554年にヂュネーブでカノレヴイン JeanCalvin (1509-1564)にあって
強い影響をうけた。 1559年に帰国し，翌年カノレヴイニズムにもとづく 'Treatiseon Pre-
destination'を作成し，長老派教会の確立に成功した。 1561年フランスから帰国したメ
アリ・スチュアートに，初めて会って，女王のカトリック傾向を遠慮なく批判し，カトりツ
ク派と闘争をつづけたが，メアリの死後は余り振わなかった。 1572年エディンパラで熱
烈な説教ののち没した。
19 ヤコブの出生は創生記に次のように記されている。 ["24かくて臨月みちて見しに胎に
は轡ありき，お先に出たる者は赤くして鉢中衰の如し其名をエサウと名けたり 26其後に
弟出たるが其手にエサウの麗を持り其名をヤコブとなづけたりリベカが彼等ーを生し時イサ
クは六十歳なりきJ(第25章)。ヤコブの名はこのように「麗をつかむ」者の意であるが，
「神守り給う」の意も合せ持つといわれる。このいわれ，その波澗重畳の生涯は創生記に
詳しL、。偽計で兄から相続権と父の祝福をも奪ってハランに逃げる途中，ベテノレで天に通
ず、る梯子を夢の中にみて，彼は神が自分を守ってくれると確信したといわれる。
20 Birnamの綴りは第4フオリオでは Birnam と一定であるが， F1 では Byrnam
(IV. i. 93)， Byrnan (IV. i. 98， V. i. 5)， Byrnane (V. ii. 2， V. v. 34， 44)， Birnane (V. 
ii. 60， V. iv. 3)とまちまちである。 F2では Byrnam(IV. i. 93， V. ii. 2， V iv. 3， V. 
v. 34， 44)， Byrnan (V. i. 5)。れは Byrnam(IV. i. 93， V. v. 34，44)， Birnam (V. i. 
5， V. ii. 2， V. iv. 3)。
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